
商業簿記Ⅱ

【第１１回】

テーマ５ 有価証券③



１．有価証券の期末評価の仕訳を書き出してみよう(P96・99  ）

仕訳例11・12 満期保有目的債券（P96〜97）

仕訳例の金額
①低い価額で取得した場合
額面10,000円を9,700円で購入

（小切手で支払い）

②高い価額で取得した場合
額面10,000円を10,150円で購入

（小切手で支払い）

借方 貸方 借方 貸方

１.期首の仕訳

２.期中の仕訳
購入したとき
（P96・P97)

＜上記１.〜２.における仕訳例（①低い価額で取得した場合）の金額の集計する＞

T勘定（総勘定元帳）を使って仕訳の金額も集計してみてください。
満期保有目的債券



決算整理前残高試算表（一部）

× 年 3月31日

借方 勘定科目 貸方

＜残高試算表を作成する＞

２.期中仕訳までを反映した「決算整理前残高試算表」を作成してみてください。

満期保有目的債券（P94〜95）→上記①の場合で

仕訳例の金額
償却原価法（定額法）を適用する。

償還期間は３年 ※なお、１級は利息法がでます。

借 方 貸 方

３.決算整理仕訳
（P95・P95)

償却額の計算方法：



「償却原価法」の償却額の計算について

タイムテーブルを書いて理解してみよう！

取得
9,700

償還日
10,000

償却原価
法の仕訳

×2年3/31 ×3年3/31 ×4年3/31

×２年３月末の帳簿価額 ×３年３月末の帳簿価額

×１年
4/1

×4年
3/31

×2年
3/31

×3年
3/31

満期保有目的債券 満期保有目的債券

×４年３月末の帳簿価額
満期保有目的債券

※

※

※

償還日が到来した
時の仕訳は？

P99（設例5-4参照）

P96
参照



＜上記３.における仕訳例（①低い価額で取得した場合）の金額の集計する＞

T勘定（総勘定元帳）を使って仕訳の金額も集計してみてください。

決算整理後残高試算表（一部）

× 年 3月31日

借方 勘定科目 貸方

＜残高試算表を作成する＞

３.決算整理仕訳までを反映した「決算整理後残高試算表」を作成してみてください。

Question.償却原価法の適用条件はなんでしょうか？(P96参照）



ビジネスゲーム M-Cass 損益計算書編 Professional 版 

損 益 計 算 書 

Ⅰ 売上高    

Ⅱ 売上原価    

 １.期首商品棚卸高    

 ２.当期商品仕入高    

   合 計    

 ３.期末商品棚卸高    

   売上総利益    

Ⅲ 販売費及び一般管理費    

      

      

      

      

   営 業 利 益    

Ⅳ 営業外収益    

      

Ⅳ 営業外費用    

      

   経 常 利 益    

Ⅴ 特別利益    

     

     

Ⅵ 特別損失    

     

     

     

 税 引 前 当 期 純 利 益    

 法人税、住民税及び事業税    

 当 期 純 利 益    

 

貸借対照表

Ⅰ流動資産 Ⅰ流動負債

Ⅱ固定資産 Ⅱ固定負債

有形固定資産

純資産の部

株主資本

無形固定資産 資本金

利益剰余金

投資その他の資産 評価換算差額等

保有目的によ
る 分 類

勘 定 科 目 表 示 科 目
F / Sの表示
区 分

満期保有
目的

満期保有目的
債券

有価証券利息

４．勘定科目・表示科目・表示区分(P83・241  ）



【ディスカッション】

貸借対照表の「流動」「固定」の分類は、何を基準にして

分けられるのでしょうか？（P23）

アガルートアカデミー 簿記２級 商業簿記 

20 

産が重要な地位を占める企業において、固定資産とその資金調達源泉であ

る固定負債との関係を把握するのに便利であるという点が挙げられる。 
 

エ 流動・固定の分類基準 
  貸借対照表の各項目を流動・固定に分類する基準には、ⅰ．正常営業循環

基準（Normal Operating Cycle）とⅱ．１年基準(One Year Rule)という２つ

の考え方がある。 
 

 ⅰ．正常営業循環基準 
   期間の長短にかかわらず、企業の営業活動の正常循環過程内において発

生したものを流動項目とし、それ以外を固定項目とする基準である。 
 

 ⅱ．１年基準 
   貸借対照表日の翌日から起算して１年以内に入金または期限が到来する

ものを流動項目、１年を超えて到来するものを固定項目とする基準である。 
 

 ⅲ．⼀般的（企業会計原則）な区分基準 
   「企業会計原則」では、まず正常営業循環基準により流動資産または流

動負債とする項目を抜き出し、次に１年基準を適用して流動項目と固定項

目に区分している。なお、有形・無形の固定資産は、その本質の性質から

固定資産とされる。 
 

  

   区分判断において、まず第１段階として、資産・負債が「正常営業循環」

の過程内にあるかどうかで判断する。そして、過程内から外れた項目は、

第２段階として 1 年基準を適用し、流動項目と固定項目に区分するという

２段階方式で分類される。 
 

  

流動・固定 

分 類 

Y e s 

流動項目 

流動項目 

N o 

正 常 営 業 

循環過程内

かどうか？ 

１年超 

１年以内 

固定項目 



【ディスカッション】

貸借対照表の「流動」「固定」の分類がなかったら、どん

な困ったことが起こるのでしょうか？



「流動」「固定」が逆のバージョンって

あるのでしょうか？



【ディスカッション】

貸借対照表の「流動」「固定」の分類が「固定性配列法」

の業種にどんなものがあると思いますか？

調べてみてください。





２．子会社株式・関連会社の仕訳を書き出してみよう(P100）

仕訳例15・16 子会社株式 関連会社株式

仕訳例の金額
支配目的でA社の株式を60％取得し、

12,000円を現金払いした
影響力目的でB社の株式を30％取得

し、6,000円現金払いした

借方 金額 貸方 金額

１.期首の仕訳

２.期中の仕訳
購入したとき
（P100）

３.期末の
決算整理仕訳
（P100・101)

期末となり、決算整理を行う。期末における
子会社株式の時価は13,200円、関連会社の時価は5,500円である



＜上記１.〜２.における仕訳例（期中仕訳のみ）の金額の集計する＞

T勘定（総勘定元帳）を使って仕訳の金額も集計してみてください。
子会社株式 関連会社株式

決算整理前残高試算表（一部）

× 年 3月31日

借方 勘定科目 貸方

子会社株式

関連会社株式

＜残高試算表を作成する①＞

２.期中仕訳までを反映した「決算整理前残高試算表」を作成してみてください。



決算整理後残高試算表（一部）

× 年 3月31日

借方 勘定科目 貸方

子会社株式

関連会社株式

＜残高試算表を作成する＞

３.決算整理仕訳までを反映した「決算整理後残高試算表」を作成してみてください。

保有目的によ
る 分 類

勘 定 科 目 表 示 科 目
F / S の 表 示
区 分

支配・影響力
目的

子会社株式

関連会社株式

４． 勘定科目・表示科目・表示区分(P83・234  ）
貸借対照表

Ⅰ流動資産 Ⅰ流動負債

Ⅱ固定資産 Ⅱ固定負債

有形固定資産

純資産の部

株主資本

無形固定資産 資本金

利益剰余金

投資その他の資産 評価換算差額等


